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ＳＰｒｉｎｇ－８の概要

現在、放射光実験施設：SPring-8のRI実験棟では、国際規制物資の
使用許可を取得している。RI実験棟では、密封のウラン等の物質を
使った放射光利用分析実験を行っている。

Super Photon ring 8 GeV

RI実験棟
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１．本申請の目的
2019年12月の「東京電力(株)福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措

置等に向けた中長期ロードマップ」の改訂では、1Fにおいて、燃料デブリ分
析が計画されている。取り出された燃料デブリは、燃料デブリを取り扱うた
めの使用許可を取得した施設の中から、サンプルや分析目的に適した施
設に依頼することとなっている。

JAEAでは、1F燃料デブリや1F汚染物を取り出した後、JAEA等の各拠点の
施設への搬入後、事故進展シナリオの詳細な解明に資する研究を実施す
る予定である。

我が国の特定先端分析施設であるSPring-8を利用した高度分析を行い、
当該設備でしか得ることができない詳細な分析データの取得するため、核燃
料物質使用許可を取得したい。
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２．本申請の基本方針
２－１ 核燃料物質の種類

・1F燃料デブリ及び1F汚染物（使用済燃料として取扱う。）

・模擬デブリ（ごく少量の核燃（U,Th,Pu）を用いる。）

２－２ 核燃料物質の年間予定使用量

・ 1F燃料デブリ及び1F汚染物：１．３８GBq
・模擬デブリ：100×10−3ｇ（Puは100×10−6ｇ）

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令 第４１条非該当

２－３ その他

・核燃料物質使用許可を有する他事業所(JAEA大洗、東海など) において、１Ｆ汚染物

微少片を分取し密封化した試料を受け入れ、SPring-8では密封試料としての運用の

み。

＜ ３．７×１０３ＧBq
＜ Pu：1ｇ
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３．使用施設等の内容
３－１ 使用施設

RI実験棟 実験ホール（BL22XUハッチ）

ホット試料調整室

３－２ 貯蔵施設

RI実験棟 ホット試料調整室

核燃料物質保管庫（鉄製耐火金庫）

３－３ 廃棄施設

密封化した試料のみを扱い、実験終了後
全量を払出し機関に返却するため廃棄施設
は設けない。

BL22XU実験ハッチ

RI実験棟

ＲＩ実験棟平面図
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４．使用済密封燃料の処分方法
実験後の試料は、実験終了後すみやかに密封核燃を取り扱うための使用

許可を取得した日本原子力研究開発機構原子力科学研究所、同大洗研究
所等に返還する。

5．許可申請予定時期

1F汚染物、引き続き採取される燃料デブリの分析を原子力機構他拠点との連携に
より2022年度第３四半期から実施するため

2022年3月頃に申請、2022年9月頃に許可を希望。
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６．体制

・理事長は、使用施設等の設計及び工事等に
係る品質マネジメント活動のトップマネジメント
として、責任及び権限を明確にして体系的な
活動を実施する。

・保安活動は、播磨放射光RIラボラトリー少量
核燃料物質使用施設等保安規則に基づき、
放射光エネルギー材料研究ディビジョンが播
磨ラボのRI実験棟の設備の管理、それらに係
る運転及び保守を担当する。

また、放射線管理部が使用施設等に関する
放射線管理を、保安管理部が使用施設等に
関する保安活動、品質マネジメント活動等の
統括に関する業務を担当する。
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７．１Ｆ燃料デブリの輸送から測定まで

東京電力福島第一原子力発電所

日本原子力研究開発機構

さまざな試験、分析を実施し、
それでもわからない微小領域
の分析をSPring-8において実
施

密封化
（少ない量の物質を安全容器に封入）

輸送 SPring-8
先端分析

密封試料

茨城県大洗町、東海村

福島県

兵庫県0.5-500グラムの試料取り出し
輸送容器

密封の測定し、測定
後速やかに持ち帰る

密封試料

測定容器
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密封の方法

ねじステンレス製フォルダ

密封後は素手で扱える

直径2センチ程度

密封フィルム（１重目）

O-リング

サンプル

フォルダ断面図
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参考資料
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SPring-8

●設置場所： 兵庫県 播磨科学公園都市（たつの市・佐用町・上郡町） ●敷地面積：141ha（東京ドーム球場の約30倍）
●建設時期： 平成3年～9年（平成9年10月に供用開始）
●建設費用： 約1,100億円（供用開始時） ※用地は兵庫県が提供
●施設設置者： 理化学研究所、（日本原子力研究所）
●施設運転管理、利用者選定・支援： 公益財団法人 高輝度光科学研究センター（JASRI）
●スタッフ数（2014年度） 理研：323人 JASRI：188人
●年間運転時間（2015年度実績）： 蓄積リング運転時間： 4,805時間

ユーザー運転時間： 4,034時間
●年間利用者数（2015年度実績）： 15,281人

●年間利用研究実施課題数（2015年度実績）：1,952件

Super Photon ring 8 GeV

Ｘ線自由電子レーザー施設（ＳＡＣＬＡ）

ニュースバル放射光施設

放射光物性研究棟

RI実験棟

BL22XU
BL23SU

設置エリア

BL11XU
設置エリア

BL14B1
設置エリア

電子の運動方向
放射光の出射方向

蓄積リング：電子を一定エネルギーで安定した
周回軌道上に制御。放射光を発生。（8GeV）

シンクロトロン：電子を周回させ
ながらさらに加速（1→8GeV）

線型加速器：電子を発
生、加速（0→1GeV）

付属建家（萌光館）
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SPring-8の放射光

レントゲン

ﾚﾝﾄｹﾞﾝより
１億倍明る

い

１億分の１cm

NS(ﾆｭｰｽﾊﾞﾙ)1.5GeV

偏向電磁石からの放射光

アンジュレーターからの放射光

放射光

電子

SPring-8における電子の速度
=光速×99.9999998％

放射光
周期的磁場中で電子は蛇行運動。放射光
は進行方向に集中。

磁場周期長

さらに強い放射光を
発生させる工夫

放射光
の特徴

 高輝度、高強度
 波長選択性
 高指向性

 偏光特性
 パルス光

BL14B1など

BL11XUなど
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放射光ビームラインの構成

光学ハッチ
実験ハッチ

MBS光源

蓄積リング収納部 蓄積リング遮蔽壁 通常の実験ホール

• 光を生み出す（蓄積リング）

• 実験に適した光を作る（光学系ライン，
光学ハッチ）

• 一般的な試料の分析をする（実験ハッチ
）

• 密封した放射性物質の分析をする（RI実
験棟、実験ハッチ）

放射光実験装置

通常の実験ホール

光学系ライン
別建家

RI実験棟

放射光実験装置

RI実験棟

RI棟内
実験ハッチ
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JAEA専用放射光実験装置

重元素科学Ⅰ
（BL22XU）

重元素科学Ⅱ
（BL23SU）

硬
Ｘ
線
Ｂ
Ｌ

軟
Ｘ
線
Ｂ
Ｌ

ＲＩ実験棟
国際規制物資使用許可施設

κ型多軸回折計

分散型ＸＡＦＳステーション

表面反応リアルタイム光
電子分光ステーション 光電子分光装置 XMCD装置

残留応力測定装置ＸＡＦＳ分析装置ＨＡＸＰＥＳ

走査型X線顕微鏡

極限量子ダイナミクスⅡ
（BL14B1）

＊赤字が実験を予定しているビームラインおよび装
置
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